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　本学とスウェーデンのストックホルム王立工科大

学は，大学間学術交流協定の締結について協議を重

ねてきたが，このたび本学と同大学の教育・研究の

交流と協力を推進するための「学術交流に関する一

般的覚書」を交換した。

　本学とストックホルム王立工科大学との「覚書」

は，本学尾池和夫総長とストックホルム王立工科大

学Anders Flodstr�m学長の署名により，平成１７

（２００５）年１０月１９日（水）に交換された。

　同大学は１８２７年に創設され，バイオテクノロジー

学部・電子工学部・情報工学部等の９学部，および大

学院２専攻を有する国内では最大規模の工科大学。

教職員数は３,１００人。学部生は１１,０００人。院生は１,５００人。

ホームページはhttp://www.kth.se/eng/index.html

大学の動き

ストックホルム王立工科大学との学術交流

覚書を交換し握手する尾池総長（右）と
Flodstr�  m学長（左）

　尾池和夫総長は，日本大学学長団の一員として，

１０月１８日（火）～２２日（土）にスウェーデンで開催

された日瑞学長会議に出席した。日本からは，京都

大学の他に，北海道大学，東北大学，東京大学，東

京農工大学，東京工業大学，一橋大学，名古屋大学，

大阪大学，広島大学，九州大学，岩手県立大学，会

津大学，首都大学　東京，慶應義塾大学，早稲田大学

ならびに立命館大学の学長等が参加した。平成１５年

にスウェーデンの学長団を受け入れたことにより，

今回，スウェーデンにおいての日瑞学長会議が実現

したものである。

　１０月１８日，スウェーデン王立科学アカデミーにて，

Bo Sundqvistウプサラ大学長・スウェーデン高等教

育協会会長ならびにJan Lindstenスウェーデン王立

科学アカデミー学長からの挨拶でセミナーが始まり，

尾池総長が“Strategic planning within universities”

のテーマにより，京都大学の現状と施策についてプ

レゼンテーションを行い，好評であった。その後

ノーベル記念館を訪問し，展示を見学した。

　１９日から２０日にかけて，ストックホルム王立工科

大学，カロリンスカ研究大学，スウェーデン農業科

学大学ならびにウプサラ大学を訪問した。訪問先の

各大学では，研究施設の見学や特徴的な研究内容に

ついての説明を受け，充実した時間を過ごした。

　なお，１９日にはストックホルム王立工科大学との

間で，「学術交流に関する一般的覚書」に署名し交換

した。

　２１日には，ウプサラ大学で開催されていたヨー

ロッパ大学連合（European University Association）

の会合に参加した。この会合では，“Research in 

Europe: Strategies and Funding”等のテーマでセッ

ションや分科会が開かれており，大学の予算確保に

ついてフォード社の役員がスピーチをするなど，

様々な分野からの出席者があり，刺激を受けるもの

であった。

尾池総長が日瑞学長会議に出席

ノーベル医学・生理学賞を決定する
カロリンスカ大学の円卓にて
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部局の動き

ナノメディシン融合教育ユニットの開講式を開催

　平成１７年度文部科学省科学技術振興調整費新興分

野人材養成プログラムとして，本学の「ナノメディ

シン融合教育ユニット」が採択された。本教育プロ

グラムの開講にあたり，１０月４日（火）芝蘭会館に

おいて開講式を実施し，尾池和夫総長，文部科学省

科学技術・学術政策局の河村潤子科学技術・学術総

括官から挨拶があった。

　本教育プログラムは，ナノテクノロジーとライフ

サイエンスの異分野融合により初めて実現できる，

「ナノメディシン」という高度先端医療に関する基

礎・応用研究を行える研究者・技術者を育成するこ

とを目的としている。医学研究科・工学研究科・再

生医科学研究所が連携し，医学部保健学科の協力を

得て「ナノメディシン」に関する大学院レベルの講

義および実習プログラムを大学院生，ならびに応募

された社会人にも広く提供することにより，産官学

で先端医療における諸問題の解決に当たることがで

きる高度な能力を備えた人材を育成する。これによ

り新しいナノメディシン融合分野での開発研究の進

展が期待される。

（大学院医学研究科・大学院工学研究科・再生医科

学研究所）

日誌 2005.9.1～9.30

９月１日　全学教育シンポジウム（２日まで）

　　５日　役員会

　　６日　人権委員会

　　〃　　企画委員会

　　８日　財務委員会

　　〃　　人事審査委員会

　　９日　学生部委員会

　　１２日　役員会

　　１３日　保健衛生委員会

　　〃　　教育制度委員会

　　〃　　部局長会議

　　〃　　アメリカ，Arden Bement国立科学財団

長官　他４名，総長他と懇談

　　１５日　施設整備委員会　

　　１７日　京都大学原爆災害総合研究調査班遭難者

　　　　　慰霊の集い

　　２０日　役員会

　　２１日　大学入試センター試験実施委員会

　　２１日　国際交流委員会

　　２２日　総長の復旦大学訪問（２５日まで）

　　２３日　ジュニアキャンパス（２４日まで）　　

　　２６日　博士学位授与式　

　　〃　　役員会

　　〃　　広報委員会

　　２７日　教育研究評議会

　　〃　　役員会

　　〃　　企画委員会

　　〃　　シニアキャンパス（３０日まで）

　　〃　　ドイツ，Georg Schuetteアレクサンダー・

フォン・フンボルト財団事務局長　他３名，

総長他と懇談

　　２８日　財務委員会

　　２９日　入学者選抜方法研究委員会

　　〃　　全学共通教育システム委員会

　　〃　　ＩＩＯフェア

開講式で挨拶する尾池総長
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寸言

日本の焼物に想う
 　金重　　�

　中学，高校のころからなん

となく農業にあこがれ，本学

農学部に入学，諸般の事情に

より農業関係の仕事に就くこ

とをあきらめ，家業である備

前焼の仕事にかかわってはや

３０数年が経ちました。

　備前，信楽，伊賀，常滑，越前，瀬戸。これら平

安時代末期から続く窯を称して，日本六古窯と呼び

ます。私がかかわっている備前焼もそのひとつです

が，瀬戸焼を除き，あとの五窯はすべて無釉の焼締

陶，つまり釉薬（上釉）を使わず，１３００度前後の温

度で硬く焼き締めた焼物なのです。

　そして極めて大雑把に言えば，これらの焼物は誕

生以来約８００年，ほとんどその形態を変えずに現代

にまで至っている，世界的に見ても極めて珍しい焼

物なのです。

　一般論として，生産過程における技術革新により，

産み出される製品はどんどんとその姿を変えてゆき

ます。

　焼物の宝庫，中国を例にとってみます。中国の焼

物も最初は土器でした。そのうちに多分自然釉（燃

料が燃えた灰が器物につき釉状態となる）から釉薬

を発見，その後，目を瞠るばかりの技術革新により青

磁，白磁，三彩，染付等々，その時代，時代の美意

識に裏付けられた様々な焼き物を生むにいたります。

　これは中国陶器の何千年という歴史の中で行われ

たことであり，また多くの民族が覇を競い，様々な

美意識の変化の中での変遷でもあったことから，す

ぐに日本の陶器と比較するのは無理もあるのですが，

やはり縄文，弥生という土器から始まった日本の陶

器の歴史は，備前焼，信楽焼等，無釉の焼締陶を生

み出してからはほとんどその形態を変えていません。

　その間，伊万里，鍋島，萩，唐津など，外国から

の新らしい技術を持った陶磁器が入ってきました。

日本人はそれらを珍重し，受け入れながらも従来の

日本陶の形態を変えることをしませんでした。

　なぜなのでしょう。技術革新を甘受することは人

類の常であるのに。

　そこに日本人の美意識の一端（いや，それこそが

日本人の美意識の本質かとも思うのですが）が隠さ

れているように思われます。

　昨今の話です。ある中国人が備前焼の窯場を訪れ，

窯から出された作品を見て驚いたそうです。「どの

作品にも表面に石の粒が突き出していたり，ひどい

ものには小さなひび割れさえはいっている。完品は

ほとんどないじゃあないか。」

　表面にピンホールひとつあっても完品とはいえな

いほどの中国の陶器の見方からすると，当然のこと

なのでしょう。

　しかしながら日本人の見方は違います。

　表面に突き出した石粒は「石はぜ」とよびその石

粒に自然の中の岩肌を想い，愛でます。小さなひび

割れは（時にはかなり大きな割れをも）それが窯の

中で出来たものなら（窯疵といいます）これを許し，

鑑賞の対象とします。

　そういえば，古来，陶磁器の銘（優れた作品につ

ける特別な名前）には自然からとったものが数多く

あります。座右の名品図録からざっと拾っただけで

も，「残月」，「巌松」「磯シミヅ」，「横雲」等々。

　日本人は昔からこの日本の自然を愛し，大切には

ぐくみ，同化して暮らしてきました。そのような生

活の中で育まれた美意識が焼物の中にさえも自然を

求めるのでしょう。

　科学技術の革新の中でしか生きてゆけない現代の

人間が，技術革新を拒否したかのような焼物に自然

を感じ安らぐ。

　いまや欧米諸国の人々の中にも焼締陶に興味を持

つ人が漸増していることは，この時代をある意味象

徴しているかのように思えます。そして，この仕事

に就いたことを喜ばしく思うのです。

 （かねしげ　まこと　備前焼作家，昭和４４年農学

部卒業）
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随想

“最後にしたい事，言いたい事”
 　名誉教授　木村　　光

　２０００年に名誉教授になって，

早くも６年目である。６０歳台

の後半になると何となくこの

世の覚悟を迫られてくる。最

後に自分の人生を総括し，少

しは社会の為になる事を提起

し，“世に憚りたい”と考え

ている。

　２０世紀末に環境問題が浮上した。１９８４年以来，編

集を続けている国際バイオジャーナル（������

���������	
���������	）にも環境関係の投稿が多く

なった。私自身も「バイオと環境問題」の接点を

探っていたので，９５年，ＮＨＫ人間大学のテキスト

を作る機会にその章を作り，その後，（株）グリーン

バイオという大学発の環境バイオベンチャーを立ち

上げた。バイオマスからウレタン樹脂を作るほか，

ポリ乳酸，ポリエステル等の「生分解性プラスチッ

ク」も扱い，京都中央市場で「生分解性の魚箱」を

使う事業をコーディネートした。京都議定書の批准

と異常気象のお蔭（？）で，ようやく大企業も動き

出した。最近は，農学部の協力を得て，“嵯峨の小

倉山”が発祥の地といわれる「大納言小豆」の優良

種をこの地に復活しようという運動もコーディネー

トしている。コーディネーターの役割を確立する事

が必要で，大学発のベンチャーをいくつ作っても，

コーディネーターがいなければ，進展しない。

　大学は法人化され，教員も外部資金の導入を要求

されるようだが，日本で知的財産をお金にするのは

難しい。日本人には無体財産に対する価値認識が乏

しいからである。京都市の関係スタッフも，バイオ

シティー構想のアドバイスとか仲介の労を取らせな

がら，黙示契約を遂行せず，名誉教授は只で使うも

のと心得ている。現役の先生方も対外交渉される場

合には気を付けられた方がいい。一方，社会では拝

金主義がはびこっている。最近のアスベスト問題も，

欧米では１９６０年代に問題化しているのに対し，日本

では，安全性よりも経済を優先してきた結果である。

リストラをしたり，子会社や下請けに負担を強要し

てでも，利益を出した社長を経済誌なども名経営者

として持ち上げているが，編集方針を見直した方が

いい。ポリ乳酸を作っていた会社から大手自動車会

社に移った数人の中から自殺者が出たり，そこを逃

げ出した人がいることはあまり知られていない。い

くら多額の経常利益を出しても，人間を大切にせず，

周辺の人々を窮境に落し入れるような企業は優良企

業とはいえない。

　２１世紀は生物学の時代といわれるが，ニュートン

以来，物理学が科学理論の中心になっている。微生

物から人間に至る生物学の科学理論を考えたいと思

い，哲学科の内井惣七教授の格調高い「科学哲学」

を興味深く拝聴させてもらっている。アメリカ産牛

肉の狂牛病の確率は，帰納的に考えて，何処までい

けば安全だといえるのだろうか？若い頃から興味が

あった哲学を勉強する機会と時間が得られた。昔は

ぴんとこなかったシーシューポスの不条理の哲学な

どもよく分かるような気がする。

　話はかわるが，ゴルフは，文部省の国際交流計画

で私の研究室に滞在したカルパー教授（現米ノート

ルダム大バイオセンター長）から習った。４５歳から

５５歳まで，裏庭に夜間照明付きのグリーンを作っ

て練習した。その後，忙しくなったのと所期の目標

を達したので止めたが，一昨年カルパー教授の来日

を機に，十数年振りに再開した。小学校以来の畏友

Ａ君（アメリカ三井物産ＯＢ）が熱心なので，童心

に返って，よくコースをまわる。昔は，どこまでス

コアを伸ばせるか修行の心算でやったが，今はもっ

ぱら健康ゴルフである。先日，全京大のコンペがあ

り，久し振ぶりで，沢田元総長と一緒にまわった。

次回の幹事をお引き受けすることになったので，で

きるだけ多くの先生方にご参加いただきたいと願っ

ている。

　（きむら　あきら　元食糧科学研究所教授，グ

リーンバイオ（株）代表取締役，AMB国際編集局主宰）
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洛書

楽園での６３日間
 喜多　恵子

　２年前の秋，私はグレン・

グールドのバッハ全集全曲を

聴く機会に恵まれた。

　９月のはじめ，医師から手

術を勧められて入院の準備に

取り掛かった。生まれたとき

から元気なだけが取り柄とい

われ続けた私は，事態の推移

を深刻には受け止めていなかった。術後の食事制限

はないと医師から説明を受けていたが，しばらくは

好き勝手できないだろうから，心残りのないように

手術直前までアレもコレも飲んで食べるつもりでい

た。しかし，検査のための入院から退院することな

くそのまま手術入院になり，しかも絶食を宣告され

たため，計画は早々に頓挫した。当時中年太りが急

速に進行中であった私は，術前２週間で，まず４キ

ロの減量に成功した。

　６人部屋の患者さんは私以外は食事が摂れる状態

だったので，３度の食事どきと食べ物の話題で盛り

上がる面会時間が何より辛かった。同室の患者さん

が何気なく「まだ若いのにかわいそう」と呟いたと

き，術後は，個室に隔離してもらわないと大喧嘩し

そうな気がした。手術の日が近づくにつれてどんど

ん不機嫌になり，音楽を聞くどころではなくなった。

　術後は，絶食に加えて絶飲も指示された。我慢で

きないわけではなかったが，２週目の朝，歯を磨く

ときに試しに水を一口飲んで様子をみた。発熱でも

してバレるのではないかと内心恐れていたが，何と

もなかった。指示を守らなかったのはこの一回限り

です。スミマセン。多くの医師や看護師が頻繁に病

室を訪れて声をかけてくれたおかげで，一日一日自

分でも驚くほど体は元気になっていった。術後１８日

目には経口摂取が許可されたので，術後５週間以内

に退院できると楽観していた。手術の説明を受けた

際，これまで術後５週目で退院した人がいると聞い

ていたので，この記録を破るつもりでいた。ところ

が，食事が摂れるようになってからのほうが肉体的

にも精神的にも参ってしまった。

　重湯からはじまり全粥までだんだん上げられるの

だが，初めのうちは食後３０分足らずで排泄されてし

まい，虚しかった。また，検査の結果次第では絶食

になることもあり，いったん配膳された食事を目の

前にして，医師の指示を１時間ほど待ったのち，下

膳されることも度々あった。いわゆるグルメ番組と

アルコール飲料のTVコマーシャルがやたら目に付

き，気に障った時期があった。TVを見なければい

いのはわかっているのだが・・・・

　やがて食べた物が体の中に留まるようになり，さ

まざまなチューブから開放されて，シャワーが使え

るようになった。それまでは看護師さんに全身を拭

いてもらっていた。術後間もないころ，一度だけ若

い男性の看護師さんが担当してくれたときは，心拍

数が普段の倍くらいに上昇した（ような気がする）。

まだまだ修行が足りないことを痛感した。

　食事が待ち遠しくなった術後５週目の終わり頃か

ら，退院後の生活が気になり始めた。お酒を飲んで

もいいか尋ねてみたが，主治医の先生の歯切れが悪

い。８キロの減量に成功し，好みの曲ばかりを聞く

ようになった術後４９日目に楽園から追放され，２週

後の外来で聞いた答えは，予想したとおりだった。

これまで酵母の代謝産物が取り持つ縁で，びっくり

するような人との出会いがあった。医師の忠告には

極力従うように努力はしているが，お付き合いはや

められそうにもない。あれから２年，カビの加水分

解酵素に消化を助けてもらったおかげで，おヘソの

周りがまた豊かになってきた。食べ物の好みは手術

の前後でかなり変化したが，音楽の好みは病名が確

定した後も変わっていない。

　ところで，当時は午後７時に面会時間終了を告げ

る音楽が放送されていた。面会に来た家族が，居心地

を悪くさせる効果は抜群だと言っていた。今でもと

きどき私の頭の中で奏でられる曲の名前と選曲した

理由をご存知の方は是非教えてください。お世話に

なった京大病院の医師と看護師のみなさん，ほんと

うにありがとうございました。最悪の場合を想定し

て入院前に撮影したポートレートはまだ出番がない。

　（きた　けいこ　大学院農学研究科教授，専門は

応用微生物学，応用酵素学）
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アメリカ滞在記
－LEAPプログラムに参加して－
 掛村　純子

　平成１６年４月から１年間，「国際教育交流担当職員

長期研修プログラム（LEAP）」に参加させていただ

き，アメリカ合衆国モンタナ州とアリゾナ州に滞在

しました。LEAPは，全国の国立大学や研究所の事

務職員を対象とした文部科学省主催のプログラムで，

語学研修，アメリカの高等教育制度に関する研究，

大学の国際交流関係オフィスでのインターンシップ

などを行います。事業としては昨年度８年目で，京

都大学からの参加は私で６人目となりました。

　モンタナ州立大学（MSU）のOffice of International 

Programs（OIP）が年間を通したLEAPの受入機関と

なっており，毎年参加者はプログラムの前半をMSU

で過ごします。７名の仲間と共に，私もOIPが用意

してくれた様々な研修に参加しました。

　渡米後まず３ヶ月間，American Cultural Exchange

（ACE）という語学学校で英語の集中講義を受けま

した。ACEは，主にMSUへの入学を希望する英語

を母国語としない人たち向けの学校で，授業の大部

分は，論文執筆やプレゼンテーション，ディベート

など，アメリカの大学で学ぶ上で必要となる技術の

習得にあてられます。社会人になって以来，机に向

かって勉強することなどなかった私にとって，アメ

リカ式の授業形式はカルチャーショックであり，慣

れるまでに相当時間がかかりました。毎日出される

膨大な量の宿題に加え，授業中は何かにつけ意見を

求められ，人前で発表する機会も多々あり，自分の

英語力のなさと論理的に素早く物事を考える力の不

足を痛感した３ヶ月でした。

　MSUのサマーコースの授業も聴講しました。授

業中，講師が一方的に話をするのは短時間で，多く

の時間は学生の討論や発表にあてられました。アメ

リカの学生は，授業中ガムを噛んだり机に足を上げ

たり，決して授業態度がいいとは言えませんが，毎

日テキストを何十ページも読みこなしてレポートを

書き，本当によく勉強していました。わからないこ

とがあれば遠慮なく講師に質問し，どんどん話題が

膨らんでいきます。私はそのやりとりを聞き取るだ

けで必死でしたが，講師も学生もお互いその質疑応

答の時間を楽しんでいるようでした。

　その他，モンタナ滞在中は，コロキアム（週１回，

アメリカの高等教育専門家による研究討論会），

OIPでのインターンシップ，ワシントンDCの教育機

関視察，NAFSA（アメリカの国際教育交流に携わる

大学教職員等の団体）会合出席など，OIPによって綿

密に練られたスケジュールに沿って，非常に忙しく

も充実した日々を送りました。

　一転して，プログラムの後半は，参加者一人ずつ

全米の別々の大学に配属され，インターンシップ中

心の生活を送ります。私は，学生数５万人，全米４

番目のマンモス大学であるアリゾナ州立大学

（ASU）を研修先に選びました。それまでいろい

ろ世話してくれたモンタナのOIPスタッフや日本か

ら一緒に来た研修仲間と離れ，誰一人知り合いがい

ない土地での生活が始まりました。

文化交流

キャンプで行ったグレーシャー国立公園（モンタナ州）

ACEのクラスメートたち
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　私は，ASUの３つの国際交流関係オフィスで，約

１ヶ月半ずつインターンシップを行いました。

International Programs Office（IPO）は主に学生の

留学を扱う部署で，留学フェアのお手伝いをしたり，

日本へ留学を希望する学生の相談に乗ったりしまし

た。大学附属の語学学校であるAmerican English 

and Culture Programでは，生徒獲得のためのマー

ケティング会議に出席したり，宣伝パンフレットを

作ったりしました。Center for Asian Studiesでは，

中国絵画の展覧会やアジア映画祭のお手伝いをしま

した。それぞれ短期間でしたが，３つのオフィスで

働くことによって，様々な仕事内容に触れることが

でき，また交友関係も広がったのでよかったと思い

ます。

　インターンをしていて印象的だったのは，個人主

義が浸透していると言われるアメリカで，意外なほ

ど皆協力し合い，情報交換しながら仕事しているこ

とでした。スタッフは皆個室を持ち，普段は自分の

部屋にこもって仕事することが多いですが，どのオ

フィスでも週１回必ずスタッフミーティングを開き，

それぞれ今自分が抱えている仕事の状況を報告し

合っていました。日本では，大部屋で仕事をしてい

ても，他の人がどんな仕事をしているのか知らない

ことがままあります。アメリカでは普段独立して仕

事している分，意識して情報を共有しようとしてい

るような印象を持ちました。またIPOでは年に数回，

アリゾナ州内の他の州立大学の同様のオフィスと合

同でワークショップを開催し，頻繁に変わるアメリ

カの入国管理システムをはじめ留学事務に関わる各

大学共通の事柄について，最新情報を交換していま

した。日本では，事務職員同士が情報交換する機会

はあまりありませんが，同じような仕事を担当する

者同士が，大学の枠を超えて意見交換できる場を持

つことは，とても有意義だと思いました。

　アメリカで過ごした一年間，学校やインターン先

だけでなく，普段の生活を通して，様々なことを学

びました。自分自身が外国で生活して初めて知った

不安や孤独は，今後大学職員として働いていく上で，

留学生や外国人研究者の気持ちを理解するための力

になると思います。

　また，留学生を自然に受け入れ，全面的にバック

アップするアメリカの大学，地域の人々の姿勢に感

銘を受けました。私もどれだけの人に助けられ，親

切にしてもらったかわかりません。日本で暮らす外

国人のことを考えた時，私がしてもらったのと同じ

だけのサポートを，私たちがしてあげられていると

は残念ながら思えません。

　アメリカで，日本に滞在経験のある人に何人か出

会いました。そのうちの一人は，日本人は親切だが，

どれだけ長く住んでいてもいつまでもお客様扱いさ

れて自尊心が傷つけられたと言っていました。移民

の国だからでしょう，アメリカで私はそのような思

いをしたことはありません。外国人だからと言って

ゆっくり話してくれることもなく，厳しさも感じま

したが，同時に特別扱いされないことに心地よさを

感じました。私も今後外国人と接する時には，過剰

な親切ではなく，相手を尊重した自然な形での接し

方を心がけたいと思います。

　４月より国際交流課に配属され，国際シンポジウ

ムの開催や協定校との交流事業などを担当させてい

ただいています。LEAPで学んだことを最大限に生

かして，京都大学の国際交流に少しでも役立ちたい

と思っています。最後になりましたが，このような

貴重な機会を与えてくださった京都大学と文部科学

省に心から感謝しております。

　（かけむら　じゅんこ　研究・国際部国際交流課職員）

インターン先の上司の家でクリスマスパーティ
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　このたび，藤吉好則理学研究科教授が第１０回慶應医学賞を受賞されることになりました。授賞式は，１２月６

日（火）に慶應義塾大学医学部において行われる予定です。

　慶應医学賞は，世界の医学・生命科学の領域において医学を中心とした諸科学の発展に寄与する顕著，かつ

創造的な業績をあげた研究者を顕彰するため１９９６年の創設以来，国内外の多数の有識者から推薦された候補者

の中から，国外・国内の研究者それぞれ１名の計２名に授与されてきましたが，昨年度からは国内外を問わず

１名だけが選ばれています。

　以下に同教授の略歴・業績等を紹介します。

栄誉

藤吉好則理学研究科教授が第１０回慶應医学賞を受賞

　藤吉好則教授は，昭和４６年

名古屋大学理学部化学科を

卒業，同４９年に京都大学大学

院理学研究科に進学し，同５７

年に理学博士の学位を授与

された。昭和５５年京都大学

化学研究所教務職員，同６０年

同助手，同６２年蛋白工学研究所主任研究員，同６３年

同主席研究員，平成６年松下電器国際研究所リサー

チディレクターを経て，同８年京都大学大学院理学

研究科教授となり，構造生理学を専門として現在に

至っている。平成１０年より理化学研究所播磨連携メ

ンブレンダイナミクス生体マルチソームチームチー

ムリーダー，同１５年より同グループリーダー，同１２

年から１６年まで産業技術総合研究所生物情報解析研

究センター高次構造解析チームチームリーダーも併

任されている。

　藤吉教授は，昭和６３年に日本電子顕微鏡学会（現

日本顕微鏡学会）瀬藤賞を受賞，平成１７年には産学

官連携功労者科学技術政策担当大臣賞，財団法人材

料科学技術振興財団山�貞一賞等を受賞された。藤

吉教授は水チャネルやアセチルコリン受容体，バク

テリオロドプシン，さらには各種のイオンチャネル

などの膜蛋白質の構造を解析したが，これらはいず

れも医学や生物学的に重要かつ技術的に高いハード

ルを持つものばかりである。今回の慶應医学賞受賞

は，藤吉教授ご自身の強力なイニシアチブと情熱が

高く評価されたと同時に，さらなるご活躍を期待さ

れてのものと思われる。

　（大学院理学研究科）
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話題

　第４３回近畿地区国立大学体育大会は滋賀大学の当

番により，５月８日（日）のラグビーから８月２５日

（木）水泳にかけて熱い戦いが繰り広げられた。

　本年度から予算等の節約もあり，各大学での分散

開催となり本学でも柔道（８月１３日（土））や軟式

野球（８月１５日（月）～１８日（木））を開催した。本

学は男子が２位，女子は９位であった。なお，本大

会の成績は以下のとおりである。

（学生部）

近畿地区国立大学体育大会成績

得点表（男子）

和
山
大

奈
教
大

兵
教
大

神
戸
大

大
教
大

大
外
大

大
阪
大

工
繊
大

京
教
大

京
都
大

滋
賀
大

　　　　大学名

種目名　　　　　　

種
目　
NO

45710陸　 上　 競　 技1

41075水　　　　　　 泳2

74105野　　　　　　 球3

51047軟　 式　 野　 球4

41057テ ニ ス5

4.54.5710ソ フ ト テ ニ ス6

51074バスケットボール7

4.57104.5バ レ ー ボ ー ル8

41057サ ッ カ ー9

7104.54.5ラ グ ビ ー10

41075卓 球11

10457バ ド ミ ン ト ン12

74510柔 道13

4.54.5710剣 道14

5107体 操 競 技15

10574ハ ン ド ボ ー ル16

57410弓 道17

24.504.573.51284.568.515178418.5合　計　得　点

511931948726総　合　順　位

得点表（女子）

和
山
大

奈
女
大

奈
教
大

兵
教
大

神
戸
大

大
教
大

大
外
大

大
阪
大

工
繊
大

京
教
大

京
都
大

滋
賀
大

　　　　大学名

種目名　　　　　　

種
目　
NO

54710陸　 上　 競　 技1

41075水　　　　　　 泳2

54107テ ニ ス3

1074.54.5ソ フ ト テ ニ ス4

47105バスケットボール5

7104.54.5バ レ ー ボ ー ル6

74.5104.5サ ッ カ ー7

47105卓 球8

75104バ ド ミ ン ト ン9

4.5104.57剣 道10

710体 操 競 技11

41057ハ ン ド ボ ー ル12

10547弓 道13

211719.51253.581141905514.522.5合　計　得　点

586113110712294総　合　順　位
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国立七大学総合体育大会　惜しくも３位

※採点方法　全大学が参加の場合，１位１０点，２位８点，３位６点，４位４点，５位３点，６位２点，７位１点
　　　　　　参加大学が６校の場合は１位８点，５校の場合は１位６点のように，参加大学数に応じて配点を減ずる。

（最終成績）

九州大学大阪大学京都大学名古屋大学東京大学東北大学北海道大学
得点順位得点順位得点順位得点順位得点順位得点順位得点順位

631726443582101アイスホッケー
1561422433－－－－ス キ ー
162562813443－－航空（グライダー）
81－－6243251634馬 術
10153351.561.568253柔 道
448235101266317男子
268217631014435女子
814334－－162562ヨ ッ ト
263582634417101水 泳
826344261011735空 手 道
638210117263544少 林 寺 拳 法
101178263443526男子
821013526441763女子
101176326443582男子
25431634－－6281女子
61－－33－－422415ハンドボール
264410163358217男子
352682101634417女子
256281－－164334フェンシング
441726101358263男子
352682631744101女子
101632617824435男子
321441－－－－－－23女子
441012635176382準 硬 式 野 球
101823544631726男子
101263544176382女子
1.531.53－－32－－－－41硬 式 野 球
441735261016382男子
821726101443563女子
101442635176382自 動 車
176382351012644男子
263563821744101女子
826344101352617洋弓（アーチェリー）
261710182633544ゴ ル フ
443510126631782体 操
62348116－－4325男子
2442－－33－－1561女子

191.5142.5174.0154.5128.5130.0175.0総 合 得 点
1534762総 合 順 位

　第４４回国立七大学総合体育大会が本年８月６日

（土）の開会式を挟み，昨年１２月１１日（土）の「ア

イスホッケー」を皮切りに９月２３日（金）の閉会式

まで，２７競技種目にわたり九州大学の主管で開催さ

れた。

　本学は，順調なスタートを見せ中間発表時には１

位におどり出たが，その後九州大学や北海道大学が

安定した戦いぶりをみせ，最後の追い上げも実らず

３位という結果となった。

（学生部）

剣 道

硬 式 テ ニ ス

バスケットボール

弓 道

陸 上 競 技

バドミントン

ラ ク ロ ス

バレーボール

卓 球

ソフトテニス
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　本学は，「交響する身体－ひと・もの・自然を考え

る」をテーマに，９月２７日（火）から３０（金）の４日間に

わたり，ＪＴＢの協力を得て合宿形式による「シニア

キャンパス２００５」を開催した。参加者は，北は北海道，

南は宮崎県と幅広く，全国各地から３７名が受講した。

　初日は，尾池和夫総長の記念講義「地震を知って

震災に備える」や家森幸男名誉教授による「健やか

な生命の調べ－遺伝子の音符で奏でる生老病死の四

楽章」の講義などが，２日目からは，東山紘久副学

長や本学の教授陣による講義や，町家・森・平安京

をテーマに現地へ出向くフィールド学習が行われ，

総合博物館や附属図書館，時計台記念館の免震装置

などを見学する「ミニツアー」も実施された。夜に

は，ホテルで教員スタッフや学生スタッフも交えた

「学びを語る夕べ」などが行われた。また，自由参

加である初日の夜の「未来フォーラム」や最終日の

「総合博物館ツアー」にも多くの受講者が参加し好

評であった。

　４日間の課程を修了した受講者には，東山紘久副

学長から，感謝と敬意をこめて一人ひとりに修了証

書が手渡された。

　受講者からは，「内容が濃密で知識が豊かになり，

物の視点・観点が広く深くなった」「セカンドライ

フの示唆となった」「日常生活から離れたオアシスで

あった」などの好意的な感想が寄せられている。

　なお，今回，初めて全学企画として実施したシニ

アキャンパスは，来年度も引き続き開催される予定

である。

（学生部）

「シニアキャンパス２００５」を開催

　９月２３日（金）～２４日（土）の２日間の日程で，

京都市およびその近郊の中学生・保護者等を対象と

して京都市教育委員会との共催により，「ジュニア

キャンパス２００５」が開催された。

　初めて企画された今回は，「学問の不思議を知ろ

う－京都大学を体験する」をテーマにしたもので，

１４２名の中学生と４２名の保護者等が参加した。

　１日目の午前中は，「元素周期表－身の回りのも

のはすべて元素でできている」と題する，名誉教授

の理化学研究所・玉尾皓平フロンティア研究システ

ム長と本学の２名の教授による特別講義（パネル

ディスカッション）や，「子どもの才能を最大限に伸

ばす子育て」と題する東山紘久副学長の保護者向け

講演会などが行われた。

　また，１日目の午後と２日目は，吉田・宇治およ

び桂の３キャンパスにおいて，「絵から見た人間の心

の不思議」，「ファンタジーはなぜ面白いのか」，「光り

輝くプラズマの世界」，「おいしさを科学で解明する」，

「農業の魅力ってなんだろう」など，バラエティー豊

かな少人数による２９の授業（ゼミ）が行われた。

　参加した中学生からは，「貴重な体験ができる授

業ばかりでした。今までの考え方が変わったり，よ

り深まったりもしました」「とても楽しく充実した２

日間でした」「機会があればもう一度参加したい」

などの声が寄せられ，好評のうちに終了した。この

企画は，来年度も引き続き開催される予定である。

（学生部）

「ジュニアキャンパス２００５」を開催

ゼミ『クルマの構造をデザインする』の様子

フィールド学習『平安京を歩く』
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　９月２７日（火）に時計台記念館百周年記念ホール

において，恒例となった未来フォーラムが開催され

た。１７回目となる今回は，本学文学部の卒業生で能

楽笛方森田流　帆足正規氏に「能をつかまえる」と

いうテーマでご講演いただいた。

　フォーラムでは，まず帆足氏の笛の実演があり，

約３００名の参加者は，ひととき，静けさの中に力強い

響きを持つ笛の音に酔いしれた。そのあと，今度は

打って変わって気さくな人柄をにじませ，ご自身が

能の笛方を志すことになった経緯などを話された。

「能をつかまえる」という表現は，帆足氏が，尾池

総長のシンボルマークである鯰（ナマズ）からこと

わざの「瓢箪鯰（ひょうたんなまず：とらえどころ

のないさま）」を連想して選んだ言葉だそうだ。

　能をつかみどころのないものと感じる帆足氏は，

「能は単に型を教えるものではなく，腹の底から沸

いてくるのを待つ」という師匠の指導方針について

話された。能の世界に本学の自学自習の精神につな

がる要素が感じられ，参加者はメモを取るなど話に

聞き入っていた。

　また今回は，シニア・キャンパスのカリキュラム

の一部にもなっており，シニア・キャンパス受講者

約４０名の方々が参加された。

京都大学未来フォーラム（第１７回）を開催

　社会に開かれた取り組みの一貫として，９月２５日

（日）に第４回Clock Tower Concert－ジュニアオリジ

ナルコンサート－が，約４００名の聴衆の参加を得て時

計台記念館百周年記念ホールにおいて開催された。

　今回のコンサートは，株式会社JEUGIA・財団法人

ヤマハ音楽振興会西日本支部の協力を得て，ジュニ

アの創造性豊かなオリジナルの作品を作曲者本人が

演じるほか，本学の交響楽団やハイマート合唱団と

の共演曲が演奏された。それぞれの作品は，組曲「魔

法使いのパーティー」などかわいらしいタイトルの

ものや，「ピアノ協奏曲第１楽章」など力作揃いで，演

奏が終わると客席からは惜しみない拍手が送られた。

第４回 Clock Tower Concert　ジュニアオリジナルコンサート
 in 京都大学を開催

本学交響楽団と共演する演者

笛の演奏を披露する帆足氏



京大広報 2005.11　No. 606

2042

　学内教職員の安全衛生意識向上を図ることを目的

とした安全衛生講習が，時計台百周年記念ホールを

中心に開催されている。この講習は，民間に比べて

２０年遅れているといわれる大学の安全衛生管理の向

上をめざして，環境・安全・衛生委員会要請のもと，

すべての教職員を対象に今年度初めて実施された。

１０月５日（水）に行われた第４回目の講習では，最

初に大嶌幸一郎環境・安全・衛生委員会副委員長か

ら，大学の安全衛生活動に関する状況や最近話題の

アスベストについて報告が行われた。引き続き里村

一成医学研究科国際保健学講座助教授による「労働

衛生の基礎」，塩田一裕施設・環境部施設活用課専門

員による「電気の安全について」，最後に財団法人京

都工場保健会労働安全衛生コンサルタント高田志郎

氏による「問題点の洗い出しと解決方法について」

講義が行われた。５００人収容のホールはほぼ満員と

なり，身近な問題を具体的にとりあげた内容に参加

者からは「自分の身のまわりにあてはまることが多

くあり参考になった」「日常的な慣れを再考したい」

といった声が聞かれた。

　９月８日（木）に第一回が開催された本講習は，

およそ一万人にものぼる全教職員の参加を目指して

年度内にのべ２０回程度実施される。

（環境安全保健機構）

全教職員一万人を対象とした安全衛生講習を実施中

　原子炉実験所では１０月１日（土）から１０月７日（金）

の全国労働衛生週間中，労働衛生意識の高揚と自主

的な労働衛生管理活動の促進を図るため，正門に労

働衛生旗を掲揚するとともに，立看板により「全国

労働衛生週間」の呼びかけと「働き過ぎていません

か　働き方を見直して心とからだの健康づくり」の

スローガンを掲出した。

　また，１０月３日（月）の午後，当実験所の総括安

全衛生管理者，衛生管理者および産業医が職場巡視

を行い，最初に炉室，その後ホットラボラトリの各

実験室，原子炉応用センターの各実験室，臨界集合

体棟の各研究室，制御室，トレーサー棟の各実験室，

研究棟の中央管理室，各実験室，工作棟，倉庫，廃

棄物処理棟の処理工場，各実験室を巡視した。その

結果，特に重大で緊急な改善を要する箇所はなかっ

たが，巡視者から各部署の教職員に対し，より一層

の労働衛生についての注意喚起が行われた。

　当実験所では，労働衛生週間のみならず，今後と

も全所的に労働衛生意識の向上と労働衛生管理に努

めていくこととしている。

（原子炉実験所）

原子炉実験所で労働衛生週間の実施

総括安全衛生管理者等による職場巡視の様子

身近な問題に熱心に聴き入る参加者
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　臨床教育実践研究センターでは，毎年，深刻化す

る教育問題への取り組みの一環として，現代人の心

の理解に主眼をおいた公開講座を開催している。

　今年は，ユング派分析家のAllan Guggenb�hlセン

ター客員教授と河合俊雄教授を講師として，１０月１６

日（日）の午後１時から，百周年時計台記念館国際

交流ホールで行った。

　講演では，学校現場などにおける子どもの暴力の

問題について，スイス，オーストリア，スウェーデ

ン，アメリカなどさまざまな国々において直接学校

と関わる中で解決への成果を上げておられるその理

論的背景と実際について，具体的な例を交えながら

分かりやすく取り上げられた。後半の質疑応答では

参加者からの活発な質問や意見が出され，子どもた

ちをめぐる暴力の問題を通して，現代の子どもの心

の様相やそれへの対応についてフロア全体で深める

場となった。

　本講座は，毎年参加者から好評を得ており，複雑

な心の問題を理解していく上で不可欠な，人間の存

在自体を見つめ直すことに繋がるテーマが話し合わ

れる貴重な機会となるよう，来年度以降も開催して

いくことを考えている。

　（大学院教育学研究科）

教育学研究科附属臨床教育実践研究センター公開講座「子どもたちと暴力」
を開催（２１COE「心の働きの総合的研究教育拠点」共催）

　「あなたの行動で救える命があります」をキャッチ

コピーにし，吉田事業場においてAED（自動体外式

除細動器）が４台設置されるのに伴い救命講習会が

実施されている。この講習は吉田事業場衛生委員会

の要請で９月２７日（火），３０日（金），１０月７日（金）

の計３回実施され，毎回４０名の募集をしたが５０名前

後の応募がありその関心の高さがうかがえる。また

追加で開催予定分１０月２５日（火）と１１月２日（水）

の２回でも計６５名が参加予定である。

　従来の講習ではCPR（心肺蘇生法）を中心に指導

されていたが，この講習会は昨年７月より法令改正

で一般の人にも使用可能となった自動式の除細動器

の使用法を付け加え，午後１時から午後４時４５分ま

での講習となった。講師は京都市消防局左京消防署

警防課の救急係長をはじめ救急隊隊長や隊員が担当

し，実際に即した実技指導により短い時間であった

が充分役立つ技術が学べた。

　今後も継続して開催するよう要望も強く，継続し

て開催していく予定である。

　（環境安全保健機構）

教職員を対象にした普通救命講習会に２１５名参加＝吉田事業場

AEDの使用実技講習を受ける職員

質疑応答では活発な意見交換が行われた
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　全学共通教育講義「サウンドスケープ－音のエコ

ロジー」の一環として，オーストリア・ウィーン在

住の作曲家ガブリエレ・プロイさんのレクチャー＆

コンサートが１０月２１日（金）（１６：３０～１８：００）人間環

境学研究科地階大講義室で開催された。この企画は，

２００５年日本・EU市民交流年参加イベント「オース

トリアン・サウンドスケープ」の一部で，オースト

リア外務省・同駐日大使館の協力によるものである。

　当日はまずプロイさんが自らの作曲家としてのス

タンスの置き方と作品（サウンドスケープ・コンポ

ジション）を解説し，引き続きＣＤ演奏を行った。

　紹介された作品は，１）「ウィーン西」駅の音を素

材として，構成した作品Wien West Bahnhof （１９９７），

２）北オーストリアのWaldviertel地域の自然の音風

景の変化を追ったWaldviertel （２００５），３）ハバナ

（キューバ）の街を行き交う車，自転車，オートバ

イ，船の汽笛，そして人々の元気な声でハバナの活

気と人々の生活を描いたHabana （２００２／２００３）で，

参加者は２５名であった。演奏のあと熱心な質疑が行

われた。

（アジア・アフリカ地域研究研究科）

　医学部附属病院は，１０月２１日（金）に大阪地方裁

判所との懇談会を実施した。

　同懇談会は，２部構成で行われ，１部は講演方式に

よるもので１００名余りの参加があり，大阪地方裁判

所裁判官より医療訴訟において最も重要な裁判資料，

重要な証拠となる診療録「カルテ」についての作成の

実情と記載の在り方，ならびに異状死の届出につい

て説明があった。特に，カルテの記載については

「チーム医療から考えるとだれもがわかるカルテを

書くこと。読みやすいカルテにすること。」等の説明

があった。その後，質疑応答が行われた。

　続いて行われた２部では，裁判官８名と鑑定経験

のある医師８名の懇談形式で行われた。最初裁判所

より医事関係訴訟を巡る現状と課題の説明を受けた

後，鑑定人候補者推薦から実際の鑑定の方法につい

て活発な意見交換が行われた。

（医学部附属病院）

医学部附属病院が大阪地方裁判所との懇談会を実施

ガブリエレ・プロイ　レクチュア＆コンサート「オーストリアン・
サウンドスケープ」を開催

１部での質疑応答の様子

ガブリエレ・プロイさん

都市のサウンドスケープ（音の風

景）をテーマにした作品で知られ，

ヨーロッパの都市をはじめ世界各

地の「音の風景」を素材にした作品

を制作している。
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内藤　益一　名誉教授

　内藤益一先生は，８月２５日

逝去された。享年９８。

　先生は，昭和５年京都帝国

大学医学部を卒業後，同医学

部松尾内科に入局し一般内科

学を研修。昭和１０年５月から

京都市立宇多野療養所に勤務の後，同１６年３月京都

大学結核研究所助教授，同２９年９月に教授に昇任さ

れた。昭和４２年６月に改組により結核胸部疾患研究

所教授となり，昭和４５年４月に停年退官された。そ

の間，昭和３５年１０月から同３９年１０月まで結核研究所

長ならびに京都大学評議員として研究所および京都

大学の管理運営に尽力された。

　また，昭和４１年７月から同４３年７月まで，結核胸

部疾患研究所附属病院長として病院の運営と発展に

尽力された。

　退官後は，高清会高折病院長ならびに名誉院長を

務められた。昭和５２年に勲三等旭日中綬章を受けら

れた。

　先生は終始一貫結核症の研究に没頭され特に化学

療法研究部の主任として，近代の結核化学療法の進

歩に資すること大であった。その志すところは常に

現状の化学療法に満足せず，その強化に努めた点に

あり，結果として各種薬剤の特性を活かした４者ま

たは５者併用の強力な化学療法術式に発展している。

また早くより成人結核症の病理的発生に興味を持た

れ，その外因性再感染説は日本の結核病学界におけ

る画期的な学説として注目された。

（再生医科学研究所）

丸山　和博　名誉教授

　丸山和博先生は，９月５日

逝去された。享年７６。

　先生は，昭和２８年京都大学

理学部化学科を卒業，同大学

大学院理学研究科に進学した

後，京都大学理学部助手，助

教授，同教養部教授を経て，同４７年同理学部教授に

任ぜられ，有機化学講座を担当された。平成５年停

年により退官され，京都大学名誉教授の称号を受け

られた。この間，平成３年から２年間理学部長を務

められた。本学退官後は，福井工業大学教授と生産

開発研究所理事長を併任され，続いて京都工芸繊維

大学長に就任し，大学行政に貢献された。

　先生は，有機化学の分野において多大の業績を挙

げられた。有機金属化合物の代表であるグリニャー

ル反応の反応機構の解明，天然産キノン系化合物の

全合成研究，化学誘起動的核磁気分極（CIDNP）を

用いた光化学反応の研究，光合成反応中心の化学合

成とその機能解明など研究は多岐にわたっており，

昭和６１年には日本化学会賞を受賞された。

　また，文部省学術審議会専門委員，日本学術会議

化学研究連絡委員，日本化学会副会長，有機合成化

学協会理事，同近畿支部長，近畿化学協会評議員な

どの要職を歴任し，我が国の学術研究体制の強化・

推進，関連学会の発展に尽力された。

（大学院理学研究科）

訃報

　このたび， 内  藤  益  一 名誉教授， 丸 山
ない とう ます かず まる やま

    和 博
かず ひろ

   名誉教授， 星 崎
ほし ざき

    憲 夫
のり お

   名誉教授， 飯 沼
いい ぬま

    二 郎   名誉教授が逝去されました。
じ ろう

ここに謹んで哀悼の意を表します。

　以下に各名誉教授の略歴，業績等を紹介します。
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星崎　憲夫　名誉教授

　星崎憲夫先生は，９月２４日

逝去された。享年７３。

　先生は，昭和３１年東京大学

理学部物理学科を卒業，同３６

年東京教育大学大学院理学研

究科を修了，立教大学理学部

で日本学術振興会奨励研究生を務めた後，京都大学

基礎物理学研究所助手，助教授を経て，同４２年京都

大学工学部助教授，同５５年教授に昇任，同位体工学

講座を担任，平成６年量子物質工学講座量子物理学

分野を担任された。平成８年停年により退官され，

京都大学名誉教授の称号を受けられた。この間，昭

和５５年から同５７年まで，高エネルギー物理学研究所

教授を併任された。退官後は，平成８年から同１５年

まで，四天王寺国際仏教大学教授を務められた。

　先生は，核力の研究において優れた業績を残され，

その発展に寄与された。特に，パイ中間子による核

力の非静的効果の検討を行い，核力の一ボソン交換

模型の提唱者の一人となられた。さらに，非弾性エ

ネルギー領域における核子・核子散乱の部分波解析

の開拓を手がけ，二核子共鳴研究の第一人者として

多くの研究成果を挙げられた。また，暖かい人柄で

広い学識をもち，量子力学，原子核物理学など基礎

物理の分野で教育と研究指導に尽力された。

（大学院工学研究科）

飯沼　二郎　名誉教授

　飯沼二郎先生は，９月２４日

逝去された。享年８７。

　先生は，昭和１６年京都帝国

大学農学部農林経済学科を卒

業，同学部副手，帝国図書館

司書，奈良青年師範学校講師，

国立国会図書館主事，農林省農業技術研究所技官な

どを経て，同２９年京都大学人文科学研究所助教授，

同４９年同教授に就任され，日本社会研究部門を担当

された。昭和５６年停年により退職され，名誉教授の

称号を受けられた。

　先生の専門は，農業史，中でも農学・農法の歴史

的研究であった。その研究はヨーロッパ，日本など

幅広い地域と時代におよび，『農業革命論』『農学成

立史の研究』『地主王政の研究』など多数の著書・

訳書を出されるとともに，近世日本の農書を体系的

に収めた『日本農書全集』（全７２巻）の刊行に力を

尽くされた。

　人文科学研究所においては，世界資本主義の歴史

的解明をめざす共同研究に参加，『世界資本主義の

歴史構造』などを編集された。また，朝鮮近代史に

関わる共同研究を組織され，『近代朝鮮の社会と思

想』『植民地期朝鮮の社会と抵抗』を編集・刊行さ

れた。

　先生は，篤実なキリスト者として日本のキリスト

教史，特に朝鮮に関わったキリスト者についての研

究も進められた。ベトナム戦争に反対する市民運動

や，個人雑誌『朝鮮人』の発行など，社会的な活動

にも力を注がれたことを記しておかねばならない。

（人文科学研究所）
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お知らせ

能楽鑑賞会

　課外教養行事の一環として，日本の伝統芸能の能楽鑑賞会を以下のとおり企画しました。本学学生・教職員
各位におかれましては，是非この機会に狂言と能楽を堪能してください。
　来場をお待ちしております。

１．日　　　　時：１２月７日（水）開場：１７：３０
 開演：１８：３０（開演後の入場はご遠慮願います。）
 終演：２０：３０（予定）
２．会　　　　場：京都観世会館　京都市左京区岡崎円勝寺町４４　ＴＥＬ：７７１－６１１４
　　　　　　　　　　　　　　　　（東山仁王門を東へ約３００メートル）
３．演　　　　目：狂　言　　 魚  説  教 　　茂　山　千　作

ウオ ゼッ キョウ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　茂　山　　　茂　　　他
　　　　　　　　　能　楽　　 井 　 筒 　　片　山　清　司

イ ヅツ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　植　田　隆之亮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　片　山　九郎右衛門　他

備　考１．入場無料（入場の際は，学生証又は職員証を提示してください。）
　　　２．プログラムは当日に会場で配付します。
　　　３．定員は５５０名先着順とします。
　　　４．問い合わせ先：学生部学生課課外教養担当　ＴＥＬ：（内線）２５１１　又は　２５８８

（学生部）

化学研究所第１０５回研究発表会

１．日　　　　時：１２月２日（金）１０：００～１７：５０
２．場　　　　所：化学研究所共同研究棟　大セミナー室
３．プログラム：
　挨　拶 所長　江�　信芳
　スピン流による磁化状態制御 磁性体化学　小野　輝男
　高分子電解質溶液における相互作用反転と構造形成 高分子物質科学　西田　幸次
　所長賞・学生奨励賞　授与式
　所長賞受賞講演
　所長賞（学生奨励賞）受賞講演
　－ポスターセッション　（１３：００～１４：４０）　６７件－　　［於　共同研究棟　ライトコート］
　「化研らしい融合的・開拓的研究」発表
　　・有機無機ハイブリッド低融点ガラスのガラス形成過程の探求と光機能性デバイスへの応用 徳田　陽明
　　・先進的レーザー質量分析法の開発とその応用 清水　政二
　　・バイオインフォマティクスとバイオケミストリーの連携による代謝パスウェイの解明 三原　久明
　　・磁場応答性コロイド結晶の新規開発 大野　工司
　植物の「かたち作り」と「環境応答」を繋ぐ制御因子の解明 生体分子情報　柘植　知彦
　化合物構造比較法に基づく酵素反応特有な原子変換パターンの解析 生命知識システム　服部　正泰

　　　海洋のプルトニウム同位体の起源解析のための化学的アプローチ 水圏環境解析化学　則末　和宏
４．参　 加　 費：無　料（申込不要）　
５．問い合わせ先：化学研究所担当事務室　E-mail：koho@scl.kyoto-u.ac.jp　ＦＡＸ：０７７４－３８－３０１４
　　　　　　　　　詳細は化学研究所ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　　http://www.kuicr.kyoto-u.ac.jp/event/rp2005_105.html
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編集後記
　秋も深まってきました。秋といえば，芸術，食欲……と，大学でも，構内のあちこちで紅葉が真っ盛
り，京都市芸大と共催でオペラコンサートが時計台記念館で開催され拍手喝采，尾池総長プロデュース
のカレーが大反響。皆さんそれぞれの秋を満喫。また，朝夕めっきり冷え込んできました。鳥インフル
エンザのニュースが連日のように報道，体調管理には十分注意しましょう。予防は最大の防御ですよ。

１．日　　　時：１２月２２日（木）１０：３０～１７：００
２．会　　　場：芝蘭会館稲盛ホール（左京区吉田近衛町京都大学医学部構内北側　ＴＥＬ：７５３－９３３６）
３．講　演　会：１０：３０～１７：００　参加無料（来聴歓迎・事前申込不要）
 「ＥＳ細胞を用いた心血管分化研究　－構成的発生生物学の試み－」
　 　 幹細胞分化制御研究領域　助教授　山下　　潤
 「受精メカニズムの解明」 再生実験動物施設　助教授　近藤　　玄
 「ＥＳ細胞における分化多能性と増殖」 再生誘導研究分野　教授　山中　伸弥
 「組織形態分化誘導の新しい機構とその応用」
  組織分化制御学研究部門（寄附研究部門）　特任助教授　平井　洋平
 「正常および悪性造血における分化制御機構」
  九州大学病院　遺伝子細胞療法部　教授　赤司　浩一
 「関節軟骨における水和潤滑」 ナノバイオメカニズム研究領域　教授　池内　　健
 「１分子追跡・操作によって細胞のシグナルシステムを解く」
  ナノバイオプロセス研究領域　教授　楠見　明弘
 「マイロ加工技術を利用した生体分子１分子計測」
  大阪大学産業科学研究所　高次細胞機能講座　教授　野地　博行
４．懇　親　会：１７：３０～１９：００　芝蘭会館山内ホール
 会費　１,０００円　申込必要（FAXまたはE-mailにて受付）
５．問い合わせ・懇親会申込み：京都大学再生医科学研究所学術講演会事務局
 ＦＡＸ：０７５－７５１－４６４６　E-mail：shomu@frontier.kyoto-u.ac.jp
 詳細は再生医科学研究所ホームページをご覧ください。
 　http://www.frontier.kyoto-u.ac.jp/index-j.htm

再生医科学研究所平成１７年度学術講演会

１．日　　　時：１２月１３日（火）　１０：００～１７：００
２．会　　　場：時計台記念館１階　百周年記念ホール
３．プログラム：「情報通信技術が拓くユビキタス社会」
　　　　　　　　　ユビキタス・コンピューティングの未来 東京大学教授　坂村　　健
　　　　　　　　　ユビキタスネットワーク社会の市民，産業，政府および大学
　　　　　　　　 客員教授／野村総合研究所　横澤　　誠
　　　　　　　　「ユビキタス社会を創造する情報通信技術」
　　　　　　　　　センサネットタウン実証実験 教授　吉田　　進
　　　　　　　　　ユビキタスホームの構築と生活支援実験 教授　美濃　導彦
　　　　　　　　　ユビキタス社会を実現するネットワーク技術の新展開 教授　高橋　達郎
４．定　　　員：５００名（先着順）
５．参　加　費：無料
６．申し込み・問い合わせ先：ＦＡＸ：０７５－７５３－５３７９　E-mail：symposium@i.kyoto-u.ac.jp
　　　　　　　　詳細はホームページをご覧ください。　http://www.i.kyoto-u.ac.jp/is/

第８回　情報学シンポジウム
ユビキタス社会の未来を拓く情報通信技術


